
「調剤業務の一部外部委託」に係る国家戦略特区提案について
◆府内で薬局を開設する企業等で構成する薬局DX推進コンソーシアムと大阪市、大阪府の３者が、

薬局における調剤業務のうち一包化の外部委託を可能とする国家戦略特区を本日（9月6日）提案

◆対物業務を軽減し、対人業務の充実につなげ、地域における薬剤師のさらなる活躍をめざす

提案の背景・目的

・薬剤師・薬局については、薬剤の調製などの「対物業務」から、

患者・住民との関わり度合いの高い「対人業務」への役割や期待が大きくなっている。

・国においては外部委託のあり方を検討し、今後検証される見込みだが、

今回、特区を活用して先駆けて実施することにより、抽出した課題を国にフィードバックしていく。

提案の内容

・現行制度では、処方箋を受付けた薬局で全ての調剤業務を行う必要がある（※）が、

厚生労働省研究班ガイドラインに準拠し、安全性や責任体制を明確にしたうえで、

一包化を他の薬局で行うことを可能にする。

・実施場所は大阪市内。 (※）医薬品医療機器等法施行規則第11条の11

期待する効果（薬剤師の対人業務の充実）

◆ 薬剤師の専門性を発揮する業務の充実

服薬後のフォローアップ、飲み忘れた薬の管理、重複・多剤への対応など

◆ 在宅医療など現場での活動や地域包括ケアの取組みに注力

◆ 医師や介護関係者など他職種との連携推進に寄与

今後、国の特区ＷＧや国家戦略特別区域諮問会議での調査・審議、法令改正等を経て、特例措置の実現をめざす

特区提案

フリップ①
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○梅毒トレポネーマという細菌による性的接触(全体の約8割）と母子感染（胎盤
を通しての感染）:口周辺に皮膚症状があるとキスで感染することもあり

○抗生物質が有効：適切な治療を行えば完治
○早期に治療するほど、治療期間は短い（受診先：皮膚科・泌尿器科・産婦人科等）

○正しいコンドームの使用
○不特定多数との性的接触の回避

※免疫がつきにくいため、完治しても繰り返し感染することもあり

梅毒の症状・治療等と急増状況について

(人)

◆ 梅毒報告数が、過去最悪ペースの昨年を上回る勢いで増加しており、特に20代の女性の発生が多い。
◆ 梅毒は、無症状だったり、症状が一定期間で消えたりするため、気づかないまま進行することがある。

治療により症状が軽快しても、医療機関で完治したことを確認することが、とても大切。

（１,236）
（昨年度比 ＋262）

府内保健所等の梅毒検査数の推移

全報告数及び20代女性報告数の推移

令和５年1月1日
～8月6日

令和５年1月1日
～8月6日

（407）
（昨年度比 ＋113）

※全数把握となった1999年以降

感染予防（感染リスクの減らし方）

Ⅰ期:感染後3～6週間

感染部位（陰部、口の中な
ど）のしこりや潰瘍、股の
付け根のリンパ節の腫れ

Ⅱ期:感染後3か月以上

手のひら、足の裏、体全体
に赤い発疹（バラ疹）

Ⅲ期:感染後数年

皮膚、筋肉、骨などにゴム
のような腫瘍、脳神経や臓
器などに重大な障がい

症 状

妊婦が感染すると、
○胎内の赤ちゃんに感染し、流産や死産をおこす可能性あり
○生まれてくる赤ちゃんが先天梅毒（先天性の障がい）を発症する可能性あり

(人)

最多（※）だった昨年を
上回る勢いで増加中

感染経路

治 療

（2023年は速報値）
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（10,329）

コロナ禍前の検査数に
戻りつつある
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府内検査場所と「レディースデー検査」の実施について

◆ 梅毒は、chotCASTや保健所等で、HIV検査と同時に無料・匿名で検査を受けることができる。
◆ 定例検査に加えて、女性専用の臨時検査として、11月までの第３水曜日（ 9/20・10/18・11/15 ）に、

女性スタッフによる「レディースデー検査」を実施。

・感染疑いのある方と予防策なしに性的接触したなどで不安がある場合は、検査を受けて早期発見・早期治療につなげましょう。
・気づかないうちにパートナーにうつしている可能性がありますので、お互いに検査を受けましょう。

女性の医師・保健師・薬剤師に、さまざまな健康問題について気兼ねなく
相談することができます。

・即日検査・相談事業（受付：18時から19時半/予約不要/先着40名）
・梅毒・HIV・B型肝炎は、採血から約60分で結果返し

クラミジア検査（尿検査）もあり（１週間後以降に結果返し）

②検査前説明 ③採血 ④結果お渡し検
査
の
流
れ

①受付

ちょっと きゃすと

・梅毒・HIV・B型肝炎の「検査・相談」を無料・匿名で実施していま

す。（医師・保健師・看護師が対応）

○予約サイト・アクセス

定例検査の
予約サイト

心斎橋駅から徒歩４分
長堀橋駅から徒歩１分

実施場所１） chotCAST（大阪検査相談・啓発・支援センター）
ちょっと きゃすと

曜日 火 第３水 木 土 日

受付・予約
時 間

18:00～
19:50

18:00～
19:30

14:00～15:30

検 査 方 法 通常検査 即日検査

予約の有無
予約不要

（定員50名）
Web予約制

問合せ時間 火・木：18:00～20:00、土・日：14:00～16:00

大阪市中央区東心斎橋
1-7-30（21心斎橋ビル4F）

※祝日除く

・保健所等（府内30か所）でも無料・匿名で受検できます。
＊居住地の保健所等以外でも受検可能

・各保健所等の検査日時・項目等は、ホームページ
あるいはお電話でご確認ください。

実施場所２） 保健所等 検査のいろいろ 検索

レディースデー
案内サイト

検査実施場所
案内サイト

【臨時検査】
レディース
デー検査

chotCASTでのレディースデー検査

臨
時
検
査

ちょっと きゃすと
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〇 若年層の自殺者数は平成26年以降増加傾向。
〇 令和2年に女性の自殺者が大幅に増加。

〇 自殺者数は平成24年以降、減少傾向で推移。
〇 令和2年以降は増加傾向に転じている。

自殺予防週間について
◆ 9月10日から9月16日までは、自殺対策基本法に基づく「自殺予防週間」
◆ 自殺者数は増加傾向にあるため、大阪府では自殺対策の取組みを強化

出典：厚生労働省地域における自殺の基礎資料
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大阪府若年層（30歳未満）の自殺者数の推移

大阪府の自殺者数の推移

総計

男性

女性

総計

男性

女性

出典：厚生労働省地域における自殺の基礎資料

1位 2位 3位

15～19歳 自殺 (54.4%) 悪性新生物 (13.3%) 不慮の事故 (13.3%)

20～24歳 自殺 (62.3%) 不慮の事故 (12.3%) 悪性新生物 (7.1%)

25～29歳 自殺 (51.8%) 悪性新生物 (11.6%) 心疾患 (9.1%)

〇若年層の死因は、「自殺」が１位。

出典：大阪府人口動態調査「人口動態（死亡）」

R3年 大阪府若年層の死因順位

〇自殺の多くは多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、

様々な要因が連鎖する中で起きている

自殺の原因・背景

出典：厚生労働省・警察庁「令和４年中における自殺の状況」
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自殺予防週間の取組み

募集期間 ９月６日（水）～１１月１０日（金）

応募対象 大阪府内の学校に通学している高校生以上の
生徒・学生(高校生・大学生・専修学生等）

賞の内容 最優秀賞（１名）、優秀賞（２名）

≪応募先≫
健康医療部保健医療室地域保健課
詳細はホームページをご確認ください。

こころのSOSポスターコンテストについて自殺予防週間のこころの相談体制について

相談日 水・土・日
時 間 17時30分～22時30分 （最終受付22時）

対 象 府内大学・短大・専修学生、妊産婦

「悩みは誰にでもあること」、「安心して相談できる場所があるこ
と」、「話をするだけでこころが軽くなることもあること」等、イメージ
できるようなイラストをお待ちしております。

9月は相談を24時間体制に拡充

０５７０-０６４-５５６

※ 一部のIP電話等からは接続できません。

◆ 様々な悩みを抱えてお困りのとき、生きることが辛く感じられるときは、ひとりで悩まず、ご相談を。

◆ ひとりで悩まず、助けを求めることの大切さを啓発するポスターの制作に向けたイラストの募集を開始。

※ ９月３０日（土） １７時００分まで

相談は、若者向け相談窓口案内サイト
「大阪こころナビ」よりアクセスできます。

〇こころの健康相談統一ダイヤル

〇若者向けこころの相談窓口
～SNS相談「大阪府こころのほっとライン」(常設) ～

検 索大阪府こころのSOSポスターコンテスト

検 索大 阪 こ こ ろ ナ ビ

〇小中学校・高等学校・支援学校の児童・生徒には、
大阪府教育センター「すこやか教育相談」（電話・メール等）または、
「24時間こどもSOSダイヤル」を開設しています。

◆ 以下のいずれかの語句を必ず入れること。
『ひとりで悩まないで』
『あなたのお想い聞かせてください』
『話してみよう、その気持ち』
『あなたの声を聴いてくれる場所があります』

フリップ⑤

「すこやか教育相談」06-6607-7361 月～金（祝日除く）/ 9時30分～17時30分
「24時間子供SOSダイヤル」 ０１２０-０- 78310（なやみいおう）



◆ 大阪での性別役割分担意識は依然として根強く、女性の家事負担の時間は、男性の約4.5倍

◆ 大阪府では、９月を「OSAKA女性活躍推進月間」とし、女性が輝く大阪の実現のために、
国や経済団体等と連携し啓発事業等を実施

◆ 大阪・関西万博を控える中、「いのち輝く未来社会のデザイン」に向けた取組みを推進

９月はOSAKA女性活躍推進月間です

同感しない

64.8％

同感する

34.0％

男女共同参画にかかる現状

■性別役割分担意識

出典：大阪府「男女共同参画社会に関する府民意識調査」（令和元年度）

・共働き世帯は専業主婦世帯の約1.8倍

・男性と女性の家事時間は約4.5倍の差

⇒ まだまだ女性だけが家事・育児の責任を負い、

仕事と生活の調和がとれない状況

夫婦と子どもの世帯における６歳未満の子どもを持つ夫の一日あたりの
「育児」、「介護・看護」、「育児」、「買い物」の合計時間（週全体平均）
出典：総務省「国勢調査」（令和２年） 「社会生活基本調査」（平成28年度、令和３年度）

 ６歳未満の子どもを持つ夫の家事・育児関連時間Q 男は仕事、女は家庭という考え方について

「同感する※」の数値は平成26年度の調査から
10ポイント以上改善しているものの、性別役割分担意識は根強い

R元年度

調査

■女性の家事負担

※「そう思う」「どちらかというとそう思う」の回答を「同感する」とした場合

同感しない

53.6％

同感する

45.5％

H26年度

調査
H28年度 R3年度

夫 1時間25分

妻 7時間25分

夫 1時間42分

妻 7時間46分

＋17分

＋21分
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「 ドーン de キラリ フェスティバル ２０２３ 」と「with万博」について

「ドーンdeキラリ フェスティバル with万博」
９月９日（土）第１部１３：３０～１４：１０ 第２部１４：２０～１５：３０

◆ 男女共同参画の実現に向けて府民の理解を深めるため、「ドーンdeキラリフェスティバル２０２３」とともに、

２０２５年大阪・関西万博の機運醸成に向けて、「ドーンdeキラリ フェスティバル２０２３ with万博」を

ドーンセンターで実施

〇第１部 トークセッション 2025年 大阪・関西万博 ウーマンズ パビリオン

in collaboration with Cartier がめざす「ともに生き、ともに輝く未来へ」

宮地 純 氏
カルティエ ジャパン

プレジデント＆CEO

羽生 祥子 氏
大阪・関西万博Women’s Pavilion WA 
talks プロデューサー

ウーマンズパビリオン ©Cartier

〇第２部 パネルディスカッション
女性がさらに活躍できる「OSAKA」になるためには、今、何をするべきか？

みんなで考えよう！ ～万博開催地「OSAKA」からの発信～

 パネリスト ・持丸 秀樹 氏 株式会社関西みらい銀行 取締役兼専務執行役員
・赤瀬 史 氏 日本労働組合総連合会大阪府連合会 副会長
・真嶋由貴惠 氏 大阪公立大学 特命副学長
・粟山 僚子 氏 大阪労働局 雇用環境・均等部長

 ファシリテーター ・羽生 祥子氏

〇女性活躍推進セミナー
◆日時 ９月８日（金）14:００～1６:００

◆基調講演
人も組織も成長する、女性活躍推進のカギ。

◆男女いきいき表彰受賞事業者による
女性活躍推進の取組事例発表とディスカッション
 イケア・ジャパン株式会社
 シオノギテクノアドバンスリサーチ株式会社
 株式会社デイリー・インフォメーション関西

WEB視聴も可

野村浩子さん
（ジャーナリスト）

〇府民向けトークショー

◆日時 ９月９日（土）1６:00～1７:00

◆内容 家族の笑顔が「みたいよう」！
～家事も育児も楽しもう～

辻希美さんの動画出演もあります！
杉浦太陽さん

（俳優）

「ドーンdeキラリ フェスティバル 2023」
９月８日（金）・９日（土）１０：３０～

～関係団体等と連携したセミナーや相談会など、
全３4のプログラムを実施！ 参加費無料！～

～万博に政府が出展する「ウーマンズ パビリオン」を
メインテーマとしたトークイベント等を実施～

〇「キラリマルシェ」と「スタンプラリー」が復活！
◆日時 ９月９日（土）10:30～16:30
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